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第 10 条 本会の経費は会員の会費及びその他の収入による。
 1．会費は付則の定めるところによる。
72
 2．本会の会計年度は 4月より翌年 3月までとする。
第 11 条 本会の所在地は大阪府豊中市待兼山町 1-8 大阪大学大学院言語文化研究
科とする。事務局は同所におく。
付則 1．通常会員は会費として年間 3000 円を納める。
 2． この会則の改正は、総会において出席者の 3分の 2以上の賛同を必
要とする。
 3．本会の設立日は平成 3年 5月 8日とする。
 4．本会則は設立日より発効する。















番号 種類 ファイル名 内容
1 Word ronbun_yourname.docx 表紙 → 要旨 → 本体
2 PDF ronbun_yourname.pdf （表紙はつけない）　要旨 → 本体
3 Excel count_yourname.xlsx （文字カウント表、ホームページからダウンロード）
4 Excel check_yourname.xlsx （チェックシート、ホームページからダウンロード）
＜提出ファイル：研究ノート＞
番号 種類 ファイル名 内容
1 Word note_yourname.docx 表紙 → 要旨 → 本体
2 PDF note_yourname.pdf （表紙はつけない）　要旨 → 本体
3 Excel count_yourname.xlsx （文字カウント表、ホームページからダウンロード）






　＊ 番号 2の PDFファイルについては、下記の方法等により作成者
情報を削除すること。




・ 和文原稿：11 ポイント、40 字 × 30 行（タイトル、本文、引用文、
脚注、参考文献等すべてに適用）。
・ 欧文原稿：12 ポイント、30 行（タイトル、本文、引用文、脚注、
参考文献等すべてに適用）。
＊ 以下の図 1～図 3を参考に、作成者情報を削除する（図はいずれもMac OS X 環境
を示す）。
　・PDFファイル作成時に「作成者」の欄に名前が入っている場合は削除する。








表紙ページに以下を記入すること（［  ］ は説明）。
論文の題名  ［本文と同じ言語］ ＊ ［半角アステリスクを 1つつける］
［1行あける］
















Contact with Materiality: 






（朝鮮語例）  （GENBUN Taro）， （KIM Minho）
　　　　　 ［朝鮮名・中国名の場合は、姓名を分かち書きしないこと。］
（中国語例）胡　琳（HU Lin）［ローマ字表記は日本語読み（KO Rin）等でも可。］
（英語例 1）GENBUN Taro ［姓（全大文字）＋名前（先頭だけ大文字）］
（英語例 2）Taro GENBUN ［名前（先頭だけ大文字）＋姓（全大文字）］
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　 　「論文」和文では 16,000 字以内（半角英数は 0.5 文字カウント）、かつ 16 ページ
以内。欧文では 6,000 語以内、かつ 21 ページ以内。図表・参考文献・注など全て
を含む。
　 　「研究ノート」　和文では 9,000 字以内（半角英数は 0.5 文字カウント）、かつ 10















　 　― 章・節番号の書き方 ―
　 　1 ［半角スペース］ セクション題名（「1. 」「1章」「Ⅰ」などとしない。）













　　（2） a.  ＊田中さんに行った。
























どちらも和文では 4,000 字以内（半角英数は 0.5 文字カウント）、かつ 4ページ以内、















＜引 用 ・ 剽 窃＞ 　引用については出典を明示すること。剽窃（盗用）が確認され
た場合は不採用とする。
＜引用・注・参考文献等の書式＞ 　引用・注・参考文献等の書式・体裁に著しい不備がある場合は、
不採用となることがある。
その他執筆に関して不明な点があれば、企画編集委員会・学会誌担当（gbgakkaijournal@
gmail.com）まで問い合わせること。
